
＼一般社団法人原発事故被災動物と環境研究会がクラウドファンディング挑戦中／

東日本大震災による福島原発事故から10年。
私たち一般社団法人原発事故被災動物と環境研究会は、牛たちの健康を保ちながら、天寿を全うさせたいと考えて
います。

福島原発事故で被ばくした牛達は、農学や獣医学の研究者たちにより生活環境調査や健康診断が定期的に実施さ
れ、これまでの被ばく線量も把握されていて、世界的にも希少で重要な意味を持つ牛群です。現時点ではその影響
について明確な結果は得られていませんが、この牛群が天寿を全うするまで飼育観察を続けることは、世界的に見
ても意義のあることです。

こうした研究に必要な経費は研究者による自らの研究費で賄えますが、牛が生きていくための飼育費が別途必要で
す。
牛達の飼育費は、それを負担する農家にとって非常に重いものとなっています。

そこで、クラウドファンディングを通して皆様からいただいたご支援で、今飼育されている約70頭の牛が冬季に消
費する飼料を購入し、農家の負担を軽減できればと思っています。目標金額を超えていただくご支援については、
適切な獣医療の提供や飼育環境の整備など、牛のQoLの向上にも役立てていきます。
 
「安楽殺」という辛い選択を繰り返さないために。
そして「牛が被ばくしたことで白血病や甲状腺がんは増えないのか」などの調査研究を継続するために、
どうか皆様からの温かいご支援を、よろしくお願い申し上げます。

原発事故で被ばくした牛たちを守り、
科学的根拠なく安楽殺しない未来を

※本プロジェクトはAll in 方式のため、目標金額の達成の有無にかかわらず実行者は支援金を受け取ります。

目標金額 600万円 
2022年 4月 11日 (月) 12時 から

2022年 6月 10日 (金) 23時まで

レディーフォー　原発事故被災動物と環境研究会

問合せ：一般社団法人原発事故被災動物と環境研究会　支援募集ページ：https://readyfor.jp/projects/aen2022

EMAIL：office@aen.jp　担当窓口：下川　080-5455-5651



1 3千円 【A｜お気持ちコース】
■お礼のメール　■活動報告レポート

2 1万円/3万円/
5万円/10万円

【B｜お気持ちコース】
■お礼のメール　■活動報告レポート　■HPにお名前を掲載　■活動報告書にお名前を掲載

3
1万円 【C｜スタンダードコース】

■B｜おきもち応援コースのリターンも含む
■シンポジウムへのご招待　※シンポジウム内でのCFの成果報告    

4
3万円 【D｜スタンダードコース】

■C｜スタンダードコースのリターンも含む　
■オンラインセミナー　■10周年記念誌　

5
5万/10万円 【E｜スタンダードコース】

■D｜スタンダードコースのリターンも含む
■現地の活動の様子の録画を送付　

6

30万・50万/100万円 【F｜団体、法人さま向けコース】
■お礼のメール　■活動報告レポート　■HPにお名前を掲載　※企業名・ロゴも可
■活動報告書にお名前を掲載■オンラインセミナー　※音声データをメモリーに入れて送付予定 
■シンポジウムへのご招待　※シンポジウム内でのCFの成果報告　
■シンポジウムで協賛としてお名前を読み上げ　※シンポジウムで配布する資料にお名前を掲載
■10周年記念誌

かな
ご支援
内容 　　　番（              円コース）　　　口

氏名

住所 〒

電話番号 メール
アドレス

HPに掲載するお名前（該当のリターンコースのみ）
＊ご希望でない場合は、「なし」とご記入ください

WEBサイトからのご支援の方

申込書

リターン一覧

ご支援の方法

申込書を利用してのご支援の方

右記サイトから、クレジットカード
または銀行振込でご支援ください

https://readyfor.jp/projects/aen2022
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下記の申込書にご記入の上、メールまたは郵送にてご提出ください。その上で銀行口座にご支援金を
お振込みください。※お振込みだけではご支援を正常に受理できません。必ず申込書もご提出ください。

お申し込み先 振込先

<一般社団法人原発事故被災動物と環境研究会>
<住所> 岩手県盛岡市上田3-18-8
岩手大学農学部獣医環境衛生学研究室内

メール：office@aen.jp
口座名義

口座番号

支店名

金融機関 みずほ銀行（0001）

赤坂支店（539）

普通 2193555

一般社団法人　
原発事故被災動物と環境研究会
シャ）ゲンパツジコヒサイドウブツト
　　　カンキョウケンキュウカイ


